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社労士(DirectHR)(１)連携コードの発行

2

Shalomと連携する為の連携コードを発行します。
共通設定→チーム共通設定→アプリケーション連携

Shalomの顧問先とDirectHRの紐づけを行う作業となります。

①共通設定→チーム共通設定→
アプリケーション連携
→[Shalom]をクリックします。

※連携コードの発行は社労士ア
カウントで行っていただく必要
があります。
※連携コードは顧問先毎に一つ
発行します。事前にShalomの事
業所コードとDirectHRの会社
コードを合わせておく必要があ
ります。

連携イメージ

Shalom

社労士事務所

顧問先A

顧問先B

顧問先C

DirectHR
顧問先A

DirectHR
顧問先B

DirectHR
顧問先C

連携コード発行」～登録

②[発行する]ボタンをクリック
すると、DirectHRの企業毎にユ
ニークなキーが発行されます。

➀

➁



社労士(DirectHR)(１)連携コードの発行

3

Shalomと連携する為の連携コードを発行します。
共通設定→チーム共通設定→アプリケーション連携

Shalomの顧問先とDirectHRの紐づけを行う作業となります。

③発行したShalom連携コードをコピーし
Shalomの連携設定画面へ登録します。

※発行した連携コードの有効期限は30分
です。30分以内にShalomへ登録してく
ださい。

※有効期限が切れた場合は、再度当画面
にて[発行する]ボタンを押し、連携コー
ドを発行してください。

➂



社労士(Shalom)(２)連携コードの登録

4

DirectHRから発行された連携コードをShalomの対象顧問先へ登録しま
す。

手続き進捗管理→DirectHR連携→DirectHR連携設定

①発行したShalom連携コードを
コピーしShalomの連携設定画面
へ登録します。

DirectHRで発行された連携コー
ドをShalomの対象顧問先の
DirectHR連携設定画面に貼り付
けてください。

➁連携開始をクリックしてくだ
さい。

※Shalom・DirectHRの連携を
解除する場合は[連携解除]ボタ
ンをクリックしてください。

※連携コードの有効期限切れで
連携開始できなかった場合、
（１）連携コードの発行 から
やり直してください。

※エラーが発生した場合、表示
内容に従いデータを登録し直し
てください。

➀

➁



管理者(DirectHR)(３)各種手続きの申請処理
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Shalom(社労士)へ手続きを依頼します。

・DirectHRで従業員本人が申請してきたデータ、企業管理者が入力し
たデータをShalomへ申請します。
・申請後は以降の手続きをShalom側で行う事となります。

①TOP画面→shalom連携
→Shalomへの申請手続きパネル
をクリックします。

➀

➁

②DirectHRからShalomへ手続き
を依頼します。
②-1：検索
[検索条件]
・発生日(From~To)

→DirectHRで手続きを登録
した日。
初期値：当月1日～末日

・受付
→手続き名称

(入社、退職･･･etc)
初期値：なし

・状況
→現在のステータス

(未申請、申請中、差戻し、
承認済、無効)

初期値：未申請

検索ボタンをクリックすると、検
索条件に一致するデータが画面に
表示されます。

②-2：申請
・検索データの内、未申請又は差
戻しのレコードのチェックボック
スにチェックがついているデータ
のみ申請処理を行います。
※申請したデータについては
Shalom側で承認を受けた後、
Shalomへ更新されます。

②-3：取下げ
・検索データの内、申請中のレ
コードのチェックボックスに
チェックがついているデータのみ
取下げ処理を行います。
※取下げしたデータについては、
Shalomへの申請を取りやめます。

➁ー１

➁ー２➁ー３



企業管理者(DirectHR)(３)各種手続きの申請処理

6

Shalom(社労士)へ手続きを依頼します。

・DirectHRで従業員本人が申請してきたデータ、企業管理者が入力し
たデータをShalomへ申請します。
・申請後は以降の手続きをShalom側で行う事となります。

➁ー４

②-4：削除
・検索データの内、未申請又は
差戻しのレコードのチェック
ボックスにチェックがついてい
るデータのみ削除処理を行いま
す。
※削除したデータについては、
Shalomへの手続き依頼に表示さ
れなくなります。



社労士(Shalom)（４）Shaomの更新
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DirectHRから申請された手続きデータをShalomへ更新します。

・承認 →DirectHRからデータを取得し、Shalomへ更新します。
※手続進捗管理を利用の場合、受付管理台帳も同時に

作成されます。
・差し戻し →DirectHRからの申請データを差し戻します。
・無効 →DirectHRからの申請データを無効にします。

①DirectHRからの申請データを
承認する事で、DirectHRで登録
した手続きデータをShalomへ更
新する事ができます。
処理対象となるレコードに
チェックをつけ、承認ボタンを
押してください。

手続進捗管理をご利用の場合は、
受付管理台帳についても承認と
同に作成されます。

②-1：検索条件
・申請日(From~To)

DirectHRから申請が行われた
日付。
初期値：当月1日～末日

・手続き
→手続き名称

(入社、退職･･･etc)
初期値：入社の手続き

・状況
→現在のステータス

(未申請、申請中、差戻し、
承認済、無効)

初期値：なし
・事業所コード

役割権限のある事業所コード
初期値：なし

・担当職員
事業所台帳に登録されている
職員
初期値：なし

②-2：検索結果(処理対象レコード)
・チェック →処理を行う場合チェックをつけます。
・申請日 →DirectHRから申請があった日
・申請内容 →手続き名（入社、退職etc)
・事業所コード→対象の事業所コード
・事業所名 →対象の事業所名
・従業員コード→対象の従業員コード
・対象者 →対象の従業員氏名
・状態 →対象者の処理状況
・DirectHRの内容を優先

→チェックがオンの場合、従業員コー
ドが一致するデータを強制的に更新
します。(チェックオフの場合は、
従業員コードと氏名一致の場合に更
新)

・エラー →エラー内容が表示されます。
・処理状況 →処理状況が表示されます。
・差し戻しメッセージ

→Shalomへ依頼があった申請の差し
戻しの際の差戻し理由などを入力し
ます。

➀
➁ー１

➁ー2



社労士(Shalom)（４）Shaomの更新

8

DirectHRから申請された手続きデータをShalomへ更新します。

・承認 →DirectHRからデータを取得し、Shalomへ更新します。
※手続進捗管理を利用の場合、受付管理台帳も同時に

作成されます。
・差し戻し →DirectHRからの申請データを差し戻します。
・無効 →DirectHRからの申請データを無効にします。

③承認が正常に完了すると、
DirectHRの登録内容がShalom
へ更新されます。

以降の手続きはShalomにて行っ
ていただく事が可能です。

④手続き進捗管理をお使いの場
合、受付管理台帳も同時に作成
されます。

➂

➃
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社労士(Shalom)（４）Shaomの更新（詳細設定）

申請データの検索時、または承認時の設定の変更ができます。
• 手続進捗管理への受付データ作成の可否
• DirectHRで削除された従業員の表示または非表示

① [詳細設定]ボタンから詳細設定画面を開くことが出来ます。

② 承認時、検索時の設定を行えます。
1. 手続進捗管理に受付データを作成する

• 「する」の場合、承認時に手続進捗管理に受付データを作成します。
2. DirectHRで削除された従業員を表示する

• 「する」の場合、検索時にDirectHRで削除された従業員が表示されます
3. デフォルトではどちらも「する」が設定されています。

③ [設定]ボタンを押すことで設定されます。
※ 検索設定は[検索]ボタンで再度検索した際に設定が反映されます。

④ DirectHRで削除された従業員は色が変わり操作ができません。

①

③

②-1

②-2 ②-3

④


